
評　論

『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
中
国
語
訳
の
一
世
紀�

　
　

―
「
稽
先
生
伝
」
か
ら
『
堂
吉
訶
徳
』
へ

西
川

真
子

　

一
九
五
七
年
、
中
国
北
京
で
「
外
国
文
学
名
著
叢
書
編
集
委
員
会
」
が
発
足
し
会

議
が
開
か
れ
た
。
そ
の
席
上
で
も
し
か
す
る
と
次
の
よ
う
な
議
論
が
有
っ
た
か
も
し

れ
な
い
と
、
勝
手
な
想
像
が
わ
た
し
の
頭
の
中
に
浮
ん
で
し
ま
う
。

　
「
で
は
、
今
回
出
版
計
画
が
立
ち
上
が
っ
た
『
外
国
文
学
名
著
翻
訳
叢
書
』
の
中

で
、
セ
ル
バ
ン
テ
ス
作
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
翻
訳
は
楊
絳
同
志
の
担
当
と
し
ま

す
。」

　
「
い
や
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
下
さ
い
。
楊
絳
同
志
は
嘗
て
欧
州
に
留
学
し
、
イ
ギ

リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
で
学
ん
だ
と
は
い
う
も
の
の
、
ス
ペ
イ
ン
文
学
の
専
門
家

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ペ
イ
ン
語
も
読
め
る
の
か
ど
う
か
…
。『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』

の
翻
訳
を
彼
女
に
依
頼
す
る
な
ん
て
無
茶
で
す
よ
。」

　
「
え
え
、
も
っ
と
も
な
ご
意
見
で
す
。
だ
が
、
こ
う
で
も
し
な
け
れ
ば
、『
ド
ン
・

キ
ホ
ー
テ
』
を
中
国
語
に
翻
訳
で
き
る
人
が
ど
こ
に
い
ま
す
か
？　

そ
ん
な
人
物
が

い
れ
ば
、
教
え
て
ほ
し
い
。」

　
「
い
や
い
や
、
そ
れ
が
見
つ
か
ら
な
い
か
ら
、
困
っ
て
い
る
わ
け
で
…
」

　
「
欧
州
で
は
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
英
語
訳
も
仏
語
訳
も
複
数
出
版
さ
れ
て
い
る

し
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
は
な
く
、
英
訳
本
か
仏
訳
本
を
底
本
に
し
て
中
国
語
に
重
訳
す

れ
ば
い
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
な
ら
楊
絳
同
志
に
は
お
手
の
物
で
し
ょ
う
。
文
章
の
上

手
さ
に
は
定
評
が
有
る
し
」

　
「
楊
絳
同
志
は
去
年
、
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
ル
・
サ
ー
ジ
ュ
の
小
説
『
ジ

ル
・
ブ
ラ
ス
』
を
中
国
語
に
翻
訳
し
た
ん
で
し
た
ね
。」

　
「
は
い
、
つ
い
最
近
、
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
語
の
書
名

は
『
吉
爾
・
布
拉
斯
』
で
す
。
こ
の
作
品
の
舞
台
は
ス
ペ
イ
ン
に
設
定
さ
れ
て
い
て
…
」

　
「
そ
の
と
お
り
！ 

や
は
り
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
は
楊
絳
同
志
に
翻
訳
を
依
頼
し

ま
し
ょ
う
。
だ
い
た
い
『
吉
爾
・
布
拉
斯
』
を
読
ん
だ
中
国
共
産
党
中
央
宣
伝
部
副

部
長
の
林
黙
涵
同
志
か
ら
、『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
は
楊
絳
同
志
に
翻
訳
さ
せ
る
よ
う

に
と
、
指
示
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
し
。」

　

こ
の
話
の
背
景
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
最
初
に
登
場
す
る
『
外
国
文
学
名
著
叢
書
』

は
『
外
国
文
芸
理
論
叢
書
』、『
マ
ル
ク
ス
主
義
文
芸
理
論
叢
書
』
と
並
び
、
中
華
人

民
共
和
国
成
立
後
、
中
国
共
産
党
政
権
が
文
化
政
策
の
一
つ
と
し
て
編
集
出
版
を
開

始
し
た
三
つ
の
叢
書
の
一
つ
だ
っ
た
。
中
国
政
府
は
こ
れ
ら
三
つ
の
叢
書
を
刊
行
す

る
た
め
に
「
三
叢
書
編
集
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
の
中
で
『
外
国
文
学
名
著

叢
書
』
は
中
国
社
会
科
学
院
外
国
文
学
研
究
所
、
人
民
文
学
出
版
社
並
び
に
上
海
訳

文
出
版
社
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
五
七
年
同
委
員
会
の
編
集
会
議
が
開

か
れ
た
。
そ
の
席
上
、
叢
書
に
収
め
る
作
品
の
一
つ
と
し
て
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』

を
選
び
、
そ
の
中
国
語
訳
を
中
国
の
文
学
界
で
特
異
な
存
在
感
を
示
す
楊
絳
と
い
う

人
物
に
依
頼
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
背
後
で
は
、
中
国
共
産
党
宣
伝
部
副
部
長
林
黙

涵
の
意
向
が
働
い
て
い
た
と
言
う
。
こ
の
命
令
に
応
え
て
翻
訳
者
楊
絳
は
約
二
十
年

の
歳
月
の
後
、
一
九
七
八
年
に
『
堂
吉
訶
徳
』
二
部
全
訳
本
を
人
民
文
学
出
版
社
か

ら
世
に
送
り
出
し
た
。
こ
の
事
実
を
振
り
返
る
時
、
同
叢
書
編
集
会
議
の
席
で
前
述

の
よ
う
な
や
り
取
り
が
有
っ
た
と
し
て
も
決
し
て
不
思
議
は
な
い
と
思
え
て
し
ま
う

の
だ
。

　

一
九
五
〇
年
代
後
半
、
つ
ま
り
中
華
人
民
共
和
国
が
建
国
か
ら
十
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
た
頃
、
同
国
で
は
外
国
文
学
の
名
著
と
し
て
、『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
を
現

代
中
国
語
に
翻
訳
す
べ
し
と
い
う
風
が
吹
い
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
仕
事

が
何
故
楊
絳
と
い
う
人
物
に
委
ね
ら
れ
た
の
か
。
そ
も
そ
も
現
代
中
国
の
読
者
は
如
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何
に
し
て
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
に
出
会
い
、
こ
の
書
を
読
ん
で
き
た
の
か
。『
ド

ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
は
原
作
が
誕
生
し
て
か
ら
、
世
界
の
六
十
ヵ
国
近
く
の
国
々
で
翻

訳
版
が
刊
行
さ
れ
て
き
た
。
日
本
だ
け
で
も
明
治
時
代
か
ら
現
在
ま
で
の
間
に
十
種

類
以
上
の
翻
訳
が
あ
る
と
い
う
。『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
が
隣
国
中
国
に
残
し
た
足
跡

を
辿
っ
て
み
た
い
。

は
じ
ま
り
は
「
稽
先
生
伝
」
か
ら

　

中
国
で
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
が
最
初
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
一
九
一
三
年
の
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
当
時
上
海
で
発
行
さ
れ
て
い
た
雑
誌
『
独
立
周
報
』
第
二
巻
第

七
、
八
号
に
「
稽
先
生
伝
」
と
い
う
表
題
で
原
作
の
第
一
章
と
第
二
章
の
み
漢
訳
し

て
掲
載
さ
れ
た
と
い
う
。（
樽
本
照
雄
「
セ
ル
バ
ン
テ
ス
最
初
の
漢
訳
小
説
―
『
谷

間
鶯
』
に
つ
い
て
」
―
『
清
末
小
説
か
ら
』（
通
訊
）
95
所
収
）

　
「
稽
先
生
伝
」
が
掲
載
さ
れ
た
『
独
立
周
報
』
は
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
一
三
年
に

か
け
て
約
十
か
月
間
刊
行
さ
れ
た
、
当
時
の
政
治
家
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
っ
た
章

士
釗
が
出
版
し
、
政
論
時
評
、
文
芸
作
品
等
を
掲
載
す
る
総
合
雑
誌
だ
っ
た
。「
稽
先

生
伝
」の
翻
訳
者
は
馬
浮（
筆
名
は
被
褐　

一
八
八
三
～
一
九
六
七
）、
清
末
に
米
国
、

日
本
に
留
学
経
験
が
有
り
、
英
語
、
日
本
語
、
ド
イ
ツ
語
に
通
じ
、
後
に
浙
江
大
学

等
で
教
鞭
を
執
っ
た
。
こ
の
訳
文
の
表
題
に
あ
る
「
稽
先
生
」
と
い
う
表
現
形
は
、

清
末
か
ら
一
九
二
〇
年
代
に
か
け
て
、
中
国
の
言
論
雑
誌
な
ど
で
使
わ
れ
た
。
よ
く

知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
中
国
共
産
党
初
期
の
指
導
者
陳
独
秀
が
自
ら
発
刊
し
た
雑

誌
『
新
青
年
』
に
、「
民
主
と
科
学
」
の
概
念
に
つ
い
て
論
じ
る
際
、dem

ocracy

を

「
民
主
」
と
意
訳
す
る
一
方
で
、
こ
れ
を
音
訳
し
た
漢
語
表
記
「
徳
莫
克
拉
西
」
に
基

づ
い
て
、
こ
れ
を
「
徳
先
生
」
と
書
い
た
。
同
じ
くscience

は
意
訳
し
た
「
科
学
」

を
用
い
る
と
同
時
に
、
音
訳
語
「
賽
因
斯
」
の
第
一
字
を
取
っ
て
「
賽
先
生
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

　

馬
浮
訳
「
稽
先
生
伝
」
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
は
な
く
英
語
版
を
底
本
に
、
原
作
の
第

一
章
と
第
二
章
を
漢
訳
し
た
作
品
で
、
主
人
公
の
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
氏
に
は
稽
叔
先

生
の
訳
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
中
国
に
お
け
る
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
は

「
愛
お
し
く
も
、
や
る
こ
と
な
す
こ
と
世
間
の
笑
い
の
種
と
な
る
、
稽
先
生
の
冒
険

譚
」
と
し
て
登
場
し
た
の
だ
っ
た
。

　
「
稽
先
生
伝
」
の
発
表
か
ら
約
十
年
後
の
一
九
二
二
年
、
上
海
商
務
印
書
館
は
林

紓
、
陳
家
麟
訳
『
魔
侠
伝
』
全
二
冊
を
出
版
し
た
。「
稽
先
生
伝
」
が
、
僅
か
十
か
月

で
終
刊
に
な
っ
た
短
命
な
雑
誌
の
記
事
と
し
て
発
表
さ
れ
た
た
め
か
、
次
第
に
忘
れ

去
ら
れ
て
い
っ
た
の
に
対
し
、『
魔
侠
伝
』
は
中
国
初
の
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
翻

訳
本
と
し
て
、
中
国
に
お
け
る
外
国
文
学
受
容
の
歴
史
に
名
を
と
ど
め
て
い
る
。
訳

者
の
林
紓
（
一
八
五
二
～
一
九
二
四
）
は
清
末
か
ら
一
九
二
〇
年
代
に
欧
米
及
び
日

本
の
小
説
を
多
数
翻
訳
し
た
人
物
で
あ
る
。
但
し
、
林
紓
自
身
は
外
国
語
に
通
じ
ず
、

他
者
が
外
国
語
か
ら
漢
文
に
訳
出
し
た
原
稿
を
中
国
語
の
文
語
文
に
書
き
直
し
て
訳

文
を
書
き
上
げ
た
。
白
話
が
普
及
す
る
前
の
中
国
で
は
、
林
紓
氏
の
訳
著
は
多
く
の

読
者
を
得
た
。
例
え
ば
デ
ュ
マ
原
作
の
『
椿
姫
』
は
林
紓
訳
『
巴
黎
茶
花
女
遺
事
』

の
書
名
で
出
版
さ
れ
、
広
く
人
気
を
博
す
る
作
品
と
な
っ
た
。『
魔
侠
伝
』
も
「
稽
先

生
伝
」
と
同
じ
く
英
語
版
か
ら
漢
文
に
訳
出
さ
れ
た
。
ま
た
『
摩
侠
伝
』
は
全
二
冊

と
し
て
出
版
さ
れ
た
が
、
同
書
に
収
め
ら
れ
た
の
は
原
作
の
中
の
前
編
だ
け
で
、
後

半
部
分
は
翻
訳
か
ら
外
さ
れ
た
。

　
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
が
全
文
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
る
に
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の

成
立
後
一
九
五
〇
年
代
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
訳
業
に
挑
ん
だ

の
は
傅
東
華
（
一
八
九
三
～
一
九
七
一
）
と
い
う
人
物
だ
っ
た
。
彼
は
一
九
一
二
年

上
海
南
洋
公
学
中
学
部
卒
業
後
、
翌
一
九
一
三
年
に
中
華
書
局
に
翻
訳
員
と
し
て
入

社
、後
に
上
海
復
旦
大
学
の
教
授
と
な
っ
て
、英
語
教
育
、英
文
学
の
研
究
並
び
に
英

米
文
学
の
翻
訳
に
携
わ
っ
た
。
翻
訳
家
と
し
て
の
傅
東
華
の
業
績
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の

詩
人
ホ
メ
ロ
ス
の
叙
事
詩
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』、
ミ
ル
ト
ン
作
『
失
楽
園
』、
メ
ー

テ
ル
リ
ン
ク
作
『
青
い
鳥
』、
ホ
ー
ソ
ー
ン
作
『
緋
文
字
』、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ミ
ッ

チ
ェ
ル
作
『
風
と
共
に
去
り
ぬ
』
等
英
米
の
文
学
作
品
の
み
な
ら
ず
、
英
語
以
外
の

言
語
で
書
か
れ
た
作
品
も
英
語
版
か
ら
中
国
語
に
翻
訳
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

彼
の
訳
業
の
一
つ
『
風
と
共
に
去
り
ぬ
』
は
中
国
語
版
の
書
名
を
『
飄
』（
簡
体
字
の

表
記
で
は
飘
、
つ
む
じ
風
の
意
）
と
言
い
、
現
在
も
中
国
で
愛
読
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
三
九
年
、
傅
東
華
は
上
海
商
務
印
書
館
か
ら
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
中
国
語

訳
『
唐
吉
訶
徳
先
生
伝
』
第
一
部
を
発
表
し
た
が
、
日
中
戦
争
の
混
乱
の
中
、
第
二

部
の
完
成
は
二
十
年
後
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
結
局
、
傅
東
華
の
『
ド
ン
・

キ
ホ
ー
テ
』
は
、
一
九
五
九
年
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
『
唐
吉
訶
徳
』
第
一
部
、
第

二
部
を
合
わ
せ
た
全
訳
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
こ
に
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の

中
国
語
全
訳
本
が
完
成
し
た
わ
け
が
、
傅
東
華
の
『
唐
吉
訶
徳
』
は
英
語
版
か
ら
の

重
訳
で
あ
る
。『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
を
ス
ペ
イ
ン
語
原
作
か
ら
中
国
語
へ
翻
訳
す
る

大
仕
事
の
担
い
手
は
未
だ
現
れ
な
か
っ
た
。
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評　論

『
外
国
文
学
名
著
叢
書
』
と
『
堂
吉
訶
徳
』

　

一
九
五
七
年
に
編
集
が
始
ま
っ
た
『
外
国
文
学
名
著
叢
書
』
に
は
発
足
以
来
現
在

に
至
る
ま
で
、
世
界
の
名
著
に
相
応
し
い
作
品
の
中
国
語
版
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く

加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
最
も
早
い
時
期
に
叢
書
に
収
め
ら
れ
た
例
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
作
品
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
『
イ
プ
セ
ン
劇
作
集
』（
潘
家
洵
訳 

一
九
五
八
年
）

　
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
選
』（
葉
君
健
訳　

一
九
五
八
年
）

　

ゴ
ー
リ
キ
ー
『
母
』（
夏
衍
等
訳　

一
九
五
八
年
）

　

ル
・
サ
ー
ジ
ュ
『
ジ
ル
・
ブ
ラ
ス
』（
楊
絳
訳　

一
九
五
八
年
）

　
『
シ
ャ
ク
ン
タ
ラ
ー
』（
季
羨
林
訳　

一
九
五
九
年
）

　

デ
フ
ォ
ー
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
漂
流
記
』（
徐
霞
村
訳　

一
九
五
九
年
）

　

サ
ッ
カ
レ
ー
『
虚
栄
の
市
』（
楊
必
訳　

一
九
五
九
年
）

　
『
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
悲
劇
二
種
』（
羅
念
生
訳　

一
九
五
九
年
）

　
『
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
悲
劇
二
種
』（
羅
念
生
訳　

一
九
六
一
年
）

　
『
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
悲
劇
二
種
』（
羅
念
生
訳　

一
九
六
一
年
）

　

ス
ウ
ィ
フ
ト
『
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
』（
張
兼
訳　

一
九
六
二
年
）

　
『
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
』（
周
啓
明
訳　

一
九
六
三
年
）

　

こ
れ
ら
以
外
に
も
、『
外
国
文
学
名
著
叢
書
』
の
中
に
は
世
界
各
国
で
多
様
な
言
語

に
翻
訳
さ
れ
、
幅
広
い
読
者
に
愛
読
さ
れ
て
い
る
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

叢
書
か
ら
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
を
外
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
な
お
、

同
叢
書
に
日
本
の
作
品
が
収
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
七
二
年
の
日
中
国

交
回
復
後
十
年
近
く
を
過
ぎ
た
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
、
島
崎
藤
村
『
破
壊
』

（
柯
毅
文 

陳
徳
文
訳　

人
民
文
学
社 

一
九
八
二
年
）、『
二
葉
亭
四
迷
小
説
集
』（
巩

長
金 

石
堅
白
訳 

人
民
文
学 

一
九
八
五
年　

一
九
六
二
年
に
単
行
本
と
し
て
出
版
）、

『
万
葉
集
選
』（
李
芒
訳　

人
民
文
学
社 

一
九
九
七
年
）
が
選
録
さ
れ
て
い
る
。

　
『
外
国
文
学
名
著
叢
書
』
と
い
う
題
目
が
示
す
よ
う
に
同
叢
書
に
は
外
国
文
学
の

名
作
を
収
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
が
、
中
国
共
産
党
が
建
国
し
た
中
国
に
は
、
そ

の
出
発
に
相
応
し
い
新
た
な
訳
著
が
必
要
だ
っ
た
。『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
に
関
し

て
は
、
こ
の
叢
書
計
画
の
発
足
と
相
前
後
す
る
一
九
五
九
年
に
先
述
し
た
傅
東
華
訳

『
唐
吉
訶
徳
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
同
書
の
第
一
部
は
一
九
三
〇
年
代
末
に

翻
訳
さ
れ
た
も
の
で
、
中
国
共
産
党
が
指
導
す
る
文
化
事
業
の
中
に
民
国
時
代
の
作

品
を
選
ぶ
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

新
し
い
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
を
担
当
す
る
翻
訳
者
の
人
選
は
難
航
し
た
。
か
と

い
っ
て
、『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
を
叢
書
か
ら
外
す
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
ス
ペ

イ
ン
語
の
原
書
か
ら
中
国
語
に
翻
訳
す
る
の
が
難
し
け
れ
ば
、
英
語
か
ら
の
重
訳
と

い
う
方
法
が
考
え
ら
え
る
。「
稽
先
生
伝
」
以
来
、
林
紓
『
魔
侠
伝
』、
傅
東
華
『
唐

吉
訶
徳
』
ま
で
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
は
英
語
版
か
ら
中
国
語
に
重
訳
さ
れ
て
き
た

こ
と
も
、
こ
の
案
を
後
押
し
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
結
果
、『
ド
ン
・
キ
ホ
ー

テ
』
の
翻
訳
を
命
じ
ら
れ
た
の
が
楊
絳
だ
っ
た
。
楊
絳
は
ス
ペ
イ
ン
語
を
学
ん
だ
経

験
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
ル
・
サ
ー
ジ
ュ
作
『
ジ
ル
・
ブ
ラ
ス
』
を
フ
ラ
ン
ス
語
か

ら
中
国
語
に
翻
訳
し
、
同
書
は
『
外
国
文
学
名
著
叢
書
』
の
列
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。

叢
書
編
集
会
議
で
は
、
翻
訳
者
と
し
て
の
楊
絳
の
実
力
は
保
証
で
き
る
、
重
訳
な
ら

ば
楊
絳
が
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
を
翻
訳
す
る
の
は
十
分
可
能
だ
と
判
断
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
。

　

楊
絳
に
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
翻
訳
者
と
し
て
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
背
景
に
は
、

彼
女
を
取
り
巻
く
家
族
の
事
情
も
作
用
し
た
と
考
え
る
。
そ
の
筆
頭
は
楊
絳
の
夫
銭

鍾
書
だ
っ
た
。
銭
鍾
書
は
清
華
大
学
外
文
系
の
出
身
で
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス

ペ
イ
ン
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ラ
テ
ン
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
に
通
じ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国

の
文
学
作
品
に
明
る
い
読
書
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
一
九
三
五
年
か
ら
三

八
年
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
て
研
鑽
を
積
ん
だ
銭
鍾
書
は
、
外

国
文
学
の
研
究
者
と
し
て
抜
き
ん
で
た
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
中
国
古
典
文
学
の

研
究
で
も
優
れ
た
成
果
を
上
げ
た
。
一
九
五
〇
年
代
以
降
楊
絳
が
外
国
文
学
の
翻
訳

に
力
を
注
ぐ
す
ぐ
横
で
、
銭
鍾
書
は
『
宋
詩
選
注
』『
管
錐
編
』
等
、
中
国
古
典
文
学

研
究
の
大
著
を
書
き
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
楊
絳
の
実
妹
楊
必
も
ま
た
翻
訳
者
と
し
て
の
天
分
を
知
ら
れ
る
人
物

だ
っ
た
。
楊
必
は
サ
ッ
カ
レ
ー
作
『
虚
栄
の
市
』
を
翻
訳
し
、
そ
の
訳
業
は
同
叢
書

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
楊
必
は
上
海
の
震
旦
女
子
文
理
学
院
で
学
び
、
姉
楊
絳
と
同

様
に
英
語
が
堪
能
だ
っ
た
。
特
に
翻
訳
の
才
能
に
恵
ま
れ
た
楊
必
の
た
め
に
、
楊
絳

の
夫
銭
鍾
書
は
既
に
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
た
サ
ッ
カ
レ
ー
作
『
虚
栄
の
市
』
を

新
た
に
翻
訳
し
直
す
よ
う
に
と
楊
必
に
推
薦
し
た
。
楊
必
は
周
囲
の
期
待
に
応
え
、

サ
ッ
カ
レ
ー
の
代
表
作
を
『
名
利
場
』
と
い
う
題
名
で
翻
訳
し
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
事
情
が
絡
み
合
い
、『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
が
巻
き
起
こ
し
た
風
は
、
楊

絳
の
も
と
に
吹
き
込
ん
で
く
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
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ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
を
つ
か
ま
え
に
行
っ
た
人
―
楊
絳

　
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
風
に
煽
ら
れ
た
、
楊
絳
と
は
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の
か
。

楊
絳
、本
名
は
楊
季
康
と
言
い
、一
九
一
一
年
北
京
に
生
ま
れ
た
が
、本
籍
は
江
蘇
省

無
錫
の
人
だ
っ
た
。
父
親
は
青
年
時
代
に
日
本
と
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
学
業
を
修

め
た
後
、
江
蘇
省
高
等
審
判
庁
長
、
上
海
申
報
館
副
編
集
長
等
を
歴
任
し
、
弁
護
士

と
し
て
の
経
歴
も
持
つ
人
だ
っ
た
。
楊
絳
は
こ
の
父
親
の
下
、
八
人
の
姉
妹
兄
弟
の

四
女
と
し
て
、
父
方
の
叔
母
た
ち
も
加
え
た
大
家
族
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
。
女
学
校

を
出
た
後
、
一
九
三
二
年
に
蘇
州
の
東
呉
大
学
法
学
系
を
卒
業
し
た
が
、
好
き
な
文

学
を
修
め
る
た
め
清
華
大
学
研
究
院
外
文
系
に
進
学
し
た
。
楊
絳
は
清
華
大
学
在
学

中
に
同
じ
無
錫
出
身
の
銭
鍾
書
と
巡
り
合
っ
た
。
一
九
三
五
年
、
二
人
は
卒
業
と
同

時
に
結
婚
、
銭
鍾
書
が
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
す
る
の
に
同
行
し
楊
絳
も
渡

欧
し
た
。
留
学
中
の
一
九
三
七
年
に
は
娘
の
銭
瑗
が
誕
生
し
、
家
族
三
人
は
一
九
三

八
年
に
帰
国
し
た
。
こ
の
頃
中
国
は
日
中
戦
争
が
激
し
く
な
る
時
代
に
突
入
し
て
い

た
が
、
日
本
占
領
下
の
上
海
で
家
族
や
友
人
に
支
え
ら
れ
て
教
師
の
仕
事
を
し
な
が

ら
苦
境
を
乗
り
越
え
た
。
戦
争
に
よ
っ
て
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
中
で
も
、
喜
劇
『
称

心
如
意
』（
お
気
に
召
す
ま
ま
）、『
弄
真
成
假
』（
ま
こ
と
か
ら
出
た
う
そ
）
な
ど
、

喜
劇
作
品
の
創
作
を
手
掛
け
た
。
楊
絳
は
喜
劇
の
書
き
手
と
い
う
入
り
口
か
ら
文
学

者
の
道
を
歩
み
だ
し
た
の
だ
。

　

一
九
四
九
年
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
後
、
夫
婦
と
も
に
北
京
の
清
華
大
学
に
招

聘
さ
れ
、
楊
絳
は
大
学
で
英
文
学
の
講
義
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
五
三

年
以
降
は
文
学
研
究
所
（
後
の
中
国
社
会
科
学
院
外
国
文
学
研
究
所
）
に
移
り
、
外

国
文
学
の
研
究
と
翻
訳
を
中
心
と
す
る
生
活
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
楊
絳

は
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
、『
ラ
サ
リ
ー
リ
ョ
・
デ
・
ト
ル
メ
ス
の
生

涯
』、『
ジ
ル
・
ブ
ラ
ス
』
等
を
翻
訳
、
サ
ッ
カ
レ
ー
、
オ
ー
ス
チ
ン
を
取
り
上
げ
た

論
考
も
発
表
し
て
い
る
。

　

さ
て
、『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
翻
訳
者
に
仕
立
て
ら
れ
た
楊
絳
は
、
英
語
と
フ
ラ

ン
ス
語
に
は
堪
能
だ
っ
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
語
に
は
不
案
内
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
外
国

文
学
叢
書
編
集
委
員
会
は
楊
絳
に
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
中
国
語
訳
は
英
語
版
か

フ
ラ
ン
ス
語
版
か
ら
重
訳
す
る
と
い
う
形
で
翻
訳
を
依
頼
し
た
の
だ
っ
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
語
を
学
ん
だ
経
験
は
な
く
、
つ
ま
り
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
を
原
書
で

読
ん
だ
こ
と
が
な
い
楊
絳
が
こ
の
仕
事
を
迷
い
も
な
く
引
き
受
け
た
と
は
思
え
な
い
。

楊
絳
自
身
も
「
三
叢
書
編
集
委
員
会
か
ら
命
じ
ら
れ
て
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
重

訳
を
引
き
受
け
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
翻
訳
を
楊
絳
が
引
き
受
け
る

に
当
た
り
決
め
手
に
な
っ
た
の
は
、
同
叢
書
の
編
集
委
員
会
の
依
頼
と
と
も
に
中
国

共
産
党
中
央
宣
伝
部
副
部
長
の
任
に
あ
っ
た
林
黙
涵
の
指
示
が
有
っ
た
こ
と
が
大
き

く
作
用
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

　

楊
絳
は
任
務
を
引
き
受
け
る
と
直
ぐ
に
、
当
時
最
も
評
価
の
高
か
っ
た
英
語
と
フ

ラ
ン
ス
語
の
翻
訳
書
五
種
類
の
比
較
検
討
か
ら
手
を
付
け
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、

翻
訳
を
引
き
受
け
た
楊
絳
は
後
年
新
聞
記
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
、「
五
種
類

の
訳
本
は
ど
れ
も
一
長
一
短
で
、
底
本
を
選
ぶ
の
は
難
し
か
っ
た
。
つ
ま
り
こ
れ
は

き
っ
と
、
ど
の
訳
本
も
原
作
と
は
別
物
だ
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
た
。

そ
こ
で
思
案
の
末
、
原
作
に
忠
実
で
あ
る
た
め
に
は
、
原
文
か
ら
翻
訳
す
る
し
か
な

い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
一
九
一
一
年
生
ま
れ
の
楊

絳
は
、
五
十
歳
を
前
に
し
て
、『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
を
原
文
か
ら
中
国
語
に
翻
訳

す
る
た
め
に
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
初
歩
か
ら
学
ぶ
決
意
を
固
め
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
後

楊
絳
は
「
一
九
六
〇
年
三
月
、
わ
た
し
は
『
ス
ペ
イ
ン
語
入
門
』
を
読
み
終
え
、
ス

ペ
イ
ン
語
で
書
か
れ
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
小
説
を
読
み
始
め
た
」
と
言
う
。
易
し

い
読
み
物
か
ら
少
し
ず
つ
難
度
の
高
い
作
品
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
楊
絳
は

ス
ペ
イ
ン
王
室
ア
カ
デ
ミ
ー
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
＝
マ
リ
ン
氏
が
監
修

し
、
最
も
権
威
が
有
る
と
評
価
さ
れ
る
書
を
底
本
に
決
め
て
翻
訳
の
筆
を
執
っ
た
。

　

一
九
五
七
年
、
楊
絳
に
は
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
が
巻
き
起
こ
し
た
突
風
か
ら
最

初
の
一
撃
が
吹
き
つ
け
た
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
高
い
と
こ
ろ
か
ら
不
穏
な
風
雨

が
押
し
寄
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
年
、
中
国
で
は
中
国
共
産
党
の
政
策
に
批
判

的
な
知
識
人
を
摘
発
す
る
た
め
に
「
反
右
派
闘
争
」
が
始
ま
っ
た
。
特
に
言
論
思
想
、

文
化
、
教
育
関
係
者
の
中
で
「
右
派
分
子
」
と
見
做
さ
れ
た
知
識
人
は
厳
し
い
追
及

を
受
け
「
罪
状
」
を
糾
弾
さ
れ
た
。
一
九
七
〇
年
代
末
に
示
さ
れ
た
見
解
で
は
、
一

九
五
七
年
に
右
派
と
し
て
追
放
さ
れ
た
知
識
人
は
五
十
万
人
以
上
を
数
え
た
。
政
治

の
嵐
に
吹
き
晒
さ
れ
た
知
識
人
た
ち
は
、
口
を
つ
ぐ
み
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
止
め

た
。
こ
の
黒
く
冷
た
い
雨
は
楊
絳
の
上
に
も
容
赦
な
く
降
り
注
い
で
き
た
。「
引
き
裂

か
れ
て
粉
々
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
楊
絳
は
創
作
の
筆
を
置
き
、「
私
は
ひ
そ
か
に
決

意
し
、
二
度
と
文
章
な
ど
書
く
も
の
か
と
、
こ
れ
以
降
翻
訳
に
引
き
こ
も
る
こ
と
に

し
た
」（
桜
庭
ゆ
み
子
訳
『
別
れ
の
儀
式
』）
と
い
う
。
楊
絳
は
自
分
の
意
見
を
表
に

出
さ
な
く
て
も
済
む
よ
う
に
翻
訳
作
業
の
中
に
隠
れ
て
い
よ
う
と
し
た
の
だ
が
、
政

治
闘
争
の
嵐
は
隠
れ
蓑
の
下
か
ら
楊
絳
を
引
き
ず
り
出
し
た
。
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
は

楊
絳
を
匿
い
損
ね
た
の
だ
。
中
国
指
導
部
の
急
進
派
は
知
識
人
を
「
再
教
育
」
す
る

た
め
に
彼
ら
を
農
村
に
下
放
し
た
。
一
九
五
八
年
十
一
月
楊
絳
は
志
願
し
て
下
放
の

列
に
加
わ
っ
た
。
二
カ
月
後
楊
絳
は
「
再
教
育
」
を
終
え
北
京
の
職
場
に
戻
っ
て
き

62



評　論

た
が
、
そ
の
後
十
数
年
間
、
楊
絳
と
夫
銭
鍾
書
、
娘
銭
瑗
は
土
砂
降
り
の
雨
に
叩
き

つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
も
楊
絳
は
一
旦
手
に
執
っ
た
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー

テ
』
を
翻
訳
す
る
た
め
の
筆
を
手
放
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

　

一
九
六
五
年
三
月
、
五
年
の
歳
月
を
か
け
て
楊
絳
訳
『
堂
吉
訶
徳
』
第
一
部
は
完

成
し
た
。

　

知
識
人
を
混
乱
の
中
に
投
げ
込
ん
だ
「
反
右
派
闘
争
」
に
つ
づ
い
て
大
躍
進
期
の

大
騒
動
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
一
九
六
六
年
に
は
「
中
国
文
化
大
革
命
」（
以
下
、
文
革
）

が
は
じ
ま
っ
た
。
文
革
に
よ
っ
て
、
知
識
人
の
生
活
は
足
元
か
ら
何
も
か
も
引
っ
繰

り
返
さ
れ
た
。
文
革
の
最
中
、
楊
絳
と
夫
銭
鍾
書
は
河
南
省
の
農
村
に
下
放
さ
れ
、

翻
訳
は
も
ち
ろ
ん
自
由
に
本
を
読
む
事
さ
え
難
し
い
体
験
を
強
い
ら
れ
た
。

　

政
治
学
習
に
励
ん
で
も
、
農
村
労
働
で
鍛
え
直
そ
う
と
し
て
も
、
性
根
が
入
れ
替

わ
ら
な
い
知
識
人
は
大
衆
の
前
に
引
き
ず
り
出
さ
れ
、「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
学
術
権

威
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
。
楊
絳
も
ま
た
職
場
の
批
判
大
会
で
「
つ
る
し
上
げ
」

の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
所
属
し
て
い
た
社
会
科
学
院
外
国
文
学
研
究
所
で

は
研
究
員
と
し
て
の
仕
事
を
禁
じ
ら
れ
、
研
究
所
内
の
ト
イ
レ
掃
除
が
彼
女
の
仕
事

と
な
っ
た
。
自
宅
は
隅
か
ら
隅
ま
で
「
家
宅
捜
査
」
の
手
が
入
り
、
挙
句
の
果
て
に

ま
と
も
な
家
に
住
む
こ
と
を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
後

半
か
ら
一
九
七
七
年
ま
で
、
楊
絳
一
家
に
あ
て
が
わ
れ
た
住
ま
い
は
、
所
属
先
で
あ

る
文
学
研
究
所
の
建
物
の
中
の
事
務
室
の
一
角
で
、
そ
れ
が
「
我
が
家
」
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
は
食
事
も
睡
眠
も
同
じ
部
屋
で
済
ま
せ
、
廊
下
に
あ
る
台
所
は
他
の
家
族
と

共
用
、
ト
イ
レ
も
兼
用
だ
っ
た
。
次
々
と
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
奪
わ
れ
て
も
、
楊
絳

は
こ
の
場
所
で
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
翻
訳
を
つ
づ
け
た
。
楊
絳
は
職
場
の
事
務

室
を
板
で
仕
切
っ
た
棲
み
処
を
「
南
の
窓
側
、
ベ
ッ
ド
の
横
の
壁
に
貼
り
付
け
る
よ

う
に
小
さ
な
机
を
お
い
て
あ
る
が
、
こ
れ
が
わ
た
し
の
書
き
物
机
で
あ
る
。
わ
た
し

は
丁
度
翻
訳
に
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
だ
っ
た
。
机
に
は
原
稿
用
紙
の
束
と
本
一
冊

を
置
け
ば
も
う
一
杯
だ
っ
た
の
で
、
た
く
さ
ん
あ
る
大
型
の
辞
典
は
み
な
ベ
ッ
ド
の

上
に
広
げ
て
あ
っ
た
。
わ
た
し
に
は
こ
の
部
屋
以
外
に
身
を
置
く
場
所
な
ど
な
か
っ

た
」（
前
掲
『
別
れ
の
儀
式
』）
と
回
想
し
て
い
る
。

　

楊
絳
は
、『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
訳
稿
を
暇
を
盗
ん
で
一
滴
ず
つ
ぽ
つ
り
ぽ
つ

り
と
貯
め
た
「
へ
そ
く
り
」
で
書
き
綴
っ
た
と
い
う
。（
楊
絳
（
著
）、
中
島
み
ど
り

（
訳
）『
お
茶
を
ど
う
ぞ
』）　

だ
が
、
一
九
六
七
年
、
文
革
派
は
と
う
と
う
楊
絳
の
「
へ

そ
く
り
」
で
何
と
か
奮
闘
し
て
い
た
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
を
生
け
捕
り
に
し
て
し

ま
っ
た
。『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
は
「
黒
い
原
稿
」
と
み
な
さ
れ
て
文
革
派
の
手
に

渡
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
楊
絳
は
こ
の
時
ま
で
に
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
原
書
第

一
部
と
第
二
部
全
八
冊
の
う
ち
、
第
六
冊
の
途
中
ま
で
訳
し
終
え
て
い
た
と
い
う
。

彼
女
は
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
原
稿
一
式
を
文
革
派
に
引
き
渡
し
た
。『
ド
ン
・
キ

ホ
ー
テ
』
を
密
か
に
匿
っ
て
い
る
よ
り
も
、
素
直
に
提
出
し
た
方
が
安
全
だ
と
考
え

た
か
ら
だ
。
だ
が
楊
絳
は
そ
の
直
後
か
ら
、
訳
稿
を
手
放
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
悔

や
み
始
め
た
。
そ
の
た
め
彼
女
は
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
を
救
出
す
る
た
め
に
、
密

か
に
自
分
の
訳
稿
の
行
方
を
捜
し
始
め
た
。
し
か
し
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
は
あ
ち

こ
ち
か
ら
集
め
ら
れ
た
夥
し
い
数
の
「
黒
い
原
稿
」
の
中
に
紛
れ
込
ん
で
な
か
な
か

姿
を
現
さ
な
か
っ
た
が
、
楊
絳
は
粘
り
強
く
行
方
を
追
っ
た
。
接
収
さ
れ
囚
わ
れ
の

身
と
な
っ
て
い
た
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
が
解
放
さ
れ
た
の
は
翌
年
の
こ
と
だ
っ
た

と
い
う
。（
前
掲
『
お
茶
を
ど
う
ぞ
』）
楊
絳
は
当
時
を
回
想
し
、「『
ド
ン
・
キ
ホ
ー

テ
』
の
訳
稿
が
無
事
だ
っ
た
の
は
、「
黒
い
原
稿
」
と
し
て
「
捕
虜
」
に
な
っ
て
い
た

た
め
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。（
楊
絳
（
著
）、
中
島
み
ど
り
（
訳
）『
風
呂
』
あ
と
が
き

よ
り
）

　

文
革
の
嵐
が
通
り
過
ぎ
る
に
は
一
九
七
六
年
の
秋
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
間
も
楊
絳
は
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
を
支
え
つ
づ
け
た
。
一
九
七
六

年
十
一
月
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
翻
訳
が
完
成
し
た
。
そ
の
後
訳
文
全
文
を
見
直

し
、
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
『
堂
吉
訶
徳
』
初
版
が
上
下
二
冊
で
出
版
さ
れ
た
の
は

一
九
七
八
年
で
あ
る
。
こ
の
翻
訳
に
よ
っ
て
、
楊
絳
は
ス
ペ
イ
ン
国
王
よ
り
勲
章
を

受
け
た
。
楊
絳
の
『
堂
吉
訶
徳
』
は
最
も
信
頼
で
き
る
中
国
語
の
訳
本
と
し
て
評
価

さ
れ
、
初
版
の
出
版
か
ら
現
在
ま
で
発
行
部
数
は
七
十
万
冊
以
上
に
達
し
て
い
る
。

幽
黙
の
騎
士

　

楊
絳
は
ユ
ー
モ
ア
を
湛
え
た
作
家
だ
と
言
わ
れ
る
。
一
九
四
〇
年
代
、
日
本
の
占

領
下
で
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
な
が
ら
、『
弄
真
成
假
』（
ま
こ
と
か
ら
出
た
う
そ
）

な
ど
、
題
名
を
見
た
だ
け
で
喜
劇
と
分
か
る
作
品
を
創
作
し
た
人
で
あ
る
。
一
九
八

〇
年
代
以
降
、
次
々
に
発
表
し
た
小
説
や
随
筆
の
端
々
か
ら
は
、
楊
絳
が
反
右
派
闘

争
や
文
革
の
混
乱
を
静
か
に
見
つ
め
、
自
分
に
向
け
ら
れ
た
理
不
尽
な
仕
打
ち
を
、

涙
が
出
る
ほ
ど
可
笑
し
な
事
件
に
変
え
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

　
「
ユ
ー
モ
ア
」
と
い
う
言
葉
は
明
る
い
陽
射
し
を
連
想
さ
せ
る
。
楊
絳
は
前
向
き
で

生
命
力
に
溢
れ
た
人
だ
。
そ
の
た
め
彼
女
の
作
品
か
ら
ユ
ー
モ
ア
を
感
じ
る
読
者
も

多
い
の
だ
ろ
う
。

　

ユ
ー
モ
ア
は
中
国
語
で
は
「
幽
黙
」
と
翻
訳
す
る
。
英
語
のhum

or

を
音
訳
し
た
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の
で
あ
り
、hum

or

を
中
国
式
に
解
釈
し
、
そ
の
意
味
を
表
す
漢
字
を
当
て
た
訳
語

で
あ
る
。
楊
絳
に
は
「
幽
黙
」
が
似
合
う
。
一
歩
引
い
た
と
こ
ろ
に
隠
れ
て
い
る
、

か
す
か
な
気
配
、
誰
も
知
ら
な
い
こ
と
に
気
付
き
、
静
か
に
感
じ
入
る
。「
お
や
、
そ

ん
な
こ
と
も
有
る
の
か
」
と
、
物
事
の
別
の
一
面
を
見
つ
け
て
楽
し
む
人
を
、「
幽
黙

が
分
か
る
」
と
言
う
の
だ
ろ
う
。

　
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
は
ユ
ー
モ
ア
小
説
だ
と
称
さ
れ
る
。
主
人
公
は
世
の
中
の

不
正
を
糾
す
た
め
に
何
者
も
恐
れ
ず
、
敵
に
叩
か
れ
散
々
な
目
に
遭
っ
て
も
挫
け
な

い
。
こ
の
作
品
に
は
、
登
場
人
物
が
も
う
と
っ
く
に
死
ん
で
し
ま
っ
て
い
て
お
か
し

く
な
い
ほ
ど
重
傷
を
負
う
一
幕
も
、
ふ
ざ
け
た
バ
カ
話
に
変
え
て
笑
い
飛
ば
し
て
し

ま
う
箇
所
が
随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　

あ
る
作
品
が
、
ど
こ
か
他
の
国
で
別
の
言
葉
に
翻
訳
さ
れ
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
事

情
が
有
る
。
一
九
五
七
年
の
中
国
で
、『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
は
英
語
か
フ
ラ
ン
ス
語

か
ら
の
重
訳
で
い
い
か
ら
楊
絳
が
翻
訳
を
と
命
じ
ら
れ
た
こ
と
に
、
本
当
は
ど
ん
な

事
情
が
有
っ
た
の
か
門
外
漢
の
わ
た
し
に
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
こ
の
命
令
が
下
っ

た
結
果
、
楊
絳
は
本
物
の
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
を
捕
ま
え
る
た
め
に
五
十
歳
を
前

に
し
て
ス
ペ
イ
ン
語
を
勉
強
す
る
決
意
を
固
め
、
反
右
派
闘
争
と
文
化
大
革
命
の
時

代
に
は
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
陰
に
隠
れ
つ
つ
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
を
養
っ
た
。

楊
絳
は
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
が
「
幽
黙
の
騎
士
」
だ
と
見
抜
い
て
い
た
し
、『
ド

ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
翻
訳
を
手
放
せ
ば
楊
絳
は
知
識
人
へ
の
迫
害
が
つ
づ
く
中
で
自

分
の
行
き
場
が
無
く
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。

　

物
書
き
と
し
て
の
楊
絳
は
、『
堂
吉
訶
徳
』
の
完
成
後
、
翻
訳
よ
り
も
自
著
の
執
筆

に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
八
一
年
に
出
版
さ
れ
た
散
文
集
『
干
校
六
记
』

（
邦
題
『
幹
校
六
記
』
中
島
み
ど
り
訳
）、
一
九
八
一
年
短
編
小
説
集
『
倒
影
集
』（
倒

影
集
）、
一
九
八
七
年
『
将
饮
茶
』（
邦
題
『
お
茶
を
ど
う
ぞ
』
中
島
み
ど
り
訳
）、
一

九
八
八
年
に
長
編
小
説
『
洗
澡
』（
邦
題
『
風
呂
』
中
島
み
ど
り
訳
）、
二
〇
〇
三
年

に
発
表
さ
れ
た
自
伝
的
随
筆
集
『
我
们
仨
』（
邦
題
『
別
れ
の
儀
式　

楊
絳
と
銭
鍾

書
』
桜
庭
ゆ
み
子
訳
）
を
次
々
に
書
い
た
。
い
ず
れ
も
翻
訳
で
は
な
く
楊
絳
自
身
の

手
に
な
る
創
作
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
概
ね
楊
絳
と
家
族
の
物
語
が
下
敷
き
に

な
っ
て
い
る
。『
堂
吉
訶
徳
』
が
中
国
の
読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
を
確
か
め
た

時
、
楊
絳
は
二
十
年
余
り
の
間
、
引
き
出
し
の
中
に
し
ま
っ
て
い
た
自
分
の
想
い
を

書
く
た
め
の
筆
を
執
っ
た
の
だ
。

　

中
華
人
民
共
和
国
は
、
建
国
以
来
如
何
な
る
道
を
た
ど
っ
て
来
た
の
か
、
知
識
人

た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
一
部
始
終
を
振
り
返
り
、
実
録
、
回
想
録
、
小
説
、

そ
し
て
演
劇
や
映
画
と
い
う
形
で
作
品
に
し
た
。
楊
絳
の
書
い
た
散
文
や
小
説
も
そ

の
中
に
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
語
り
口
は
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。

　
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
世
界
で
は
、
楊
絳
以
降
次
々
と
中
国
語
の
新
訳
が
刊
行
さ

れ
て
い
る
。
楊
絳
は
正
式
に
ス
ペ
イ
ン
語
を
学
ん
だ
こ
と
が
な
い
。
三
年
間
足
ら
ず

独
学
で
ス
ペ
イ
ン
語
を
学
ん
で
こ
の
大
著
の
翻
訳
に
手
を
付
け
た
。
そ
の
た
め
後
に
、

楊
絳
の
訳
に
は
間
違
い
が
多
い
と
い
う
指
摘
が
聞
こ
え
て
き
た
の
も
事
実
だ
。
こ
う

し
て
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
中
国
語
訳
は
、
ス
ペ
イ
ン
文
学
の
専
門
家
た
ち
が
挑

む
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
中
で
は
一
九
九
五
年
に
出
さ
れ
た
董
燕
生
の
翻

訳
、
二
〇
〇
一
年
出
版
の
孫
家
孟
の
翻
訳
が
高
い
評
価
を
得
て
い
る
が
、
現
在
ま
で

に
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
は
合
計
で
二
十
種
類
に
達
す
る
と

言
う
。

　
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
は
世
界
中
で
数
々
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、『
聖
書
』
の
次
に

読
者
数
が
多
い
書
物
だ
と
言
わ
れ
る
と
聞
く
。
原
作
に
力
が
無
け
れ
ば
翻
訳
版
は
生

ま
れ
な
い
。
中
国
で
も
日
本
で
も
、『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
の
翻
訳
の
試
み
は
こ
れ
か

ら
も
続
く
に
ち
が
い
な
い
。

 

（
に
し
か
わ　

ま
こ
）

参
考
資
料　
（
楊
絳
の
著
作
集
お
よ
び
、
日
本
語
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
る
も
の
）

『
楊
絳
文
集
』
人
民
文
学
出
版
社
二
〇
〇
四
年

『
幹
校
六
記
―
︿
文
化
大
革
命
﹀
下
の
知
識
人
』
楊
絳
（
著
）、
中
島
み
ど
り
（
訳
）
み
す
ず
書
房　

一
九
八
五
年

『
お
茶
を
ど
う
ぞ
―
楊
絳
エ
ッ
セ
イ
集
』
楊
絳
（
著
）
中
島
み
ど
り
（
訳
）
平
凡
社　

一
九
九
八
年

『
風
呂
』
楊
絳
（
著
）、
中
島
み
ど
り
（
訳
）　

平
凡
社　

一
九
九
二
年

『
別
れ
の
儀
式　

楊
絳
と
銭
鍾
書
』
楊
絳
（
著
）、
桜
庭
ゆ
み
子
（
訳
）　

勉
誠
出
版　

二
〇
一
一
年
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